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全日本サーフキャスティング連盟 大阪協会 11 月度理事会議事録 

 

平成 23 年 11 月 16 日（水）午後 7 時～ 

於：大阪産業創造館 6 階会議室 E   出席クラブ 38 クラブ(欠席 3 クラブ) 

 

池田協会長挨拶 

・大阪協会の秋季大会は、事故もなく終了しました。審査担当された皆様についてはご苦労様で

した表彰は後程いたします。協会行事としては、大物名人戦と兵庫協会との合同納竿大会の 2

つのみとなりましたが、最後まで気を抜かずに事故のないようにして下さい、また、12 月は協

会長会議と年末総会が行われますが、大阪協会理事の出席が悪いので、出来る限り出席をお願

いします。 

 

・議事に入る前に、秋季大会の表彰を行った（成績表は当日配布）。 

 ・本賞の部 1 位～30 位  ・他魚の部 1 位～5 位  ・団体の部 1 位 

 

・藤原副会長を議長として、午後 7 時 11 分議事に入る。 

 

第１号議案 全日本サーフキャスティング連盟常任理事会報告（池田協会長） 

（連盟議事録より転載） 

日時：平成 23 年 11 月 9 日（水）16 時 11 分～18 時 07 分 

場所：新大阪丸ビル新館 4 階 402 号会議室 

■議題 1 

全日本キャスティング選手権大会   PT 香川協会 

松井香川協会長 

・大会は 10 月 16 日（日）好天気の中、友好団体を含め 97 名の参加者にて開催しました。本日

は成績と記録さらに会計報告に対し承認をいただきたく関係書類を配布します。 

日本記録（氏名の敬称略） 

※第 3 種目 三戸庸行（広島協会・広島リール） 

 三投平均 152.74m/最長 155.11m 

※第 3 種目 菅原 隆（北海道協会・札幌サーフ） 

 三投平均 152.03m/最長 154.83m 

※第 5 種目Ａ 宮武和文（香川協会・香川鱗友サーフ） 

 三投平均 208.41m／最長 214.02m 

※第 5 種目Ａ 船曳正義（兵庫協会・西宮天狗クラブ） 

 三投平均 207.70m/最長 216.68m 

※第 5 種目Ａ 鈴木利和（北海道協会・SC 抜投会） 

 最長 211.00m 

※第 5 種目Ｂ 八田雄三（中部協会・中京サーフ） 

 三投平均 188.70m/最長 197.27m 

会計報告（台湾関係とも）両件とも配布の会計報告書を参照。 

松井 SC 部長 

・報告書は大会収支と会場整備費に分けております。詳しくは配布の報告書を参照。 

蔦広島協会長 

・今回台湾遠投運動協會の参加者は役員を含め 5 名でした。当初の予算案に基づき本部から 10

万円を仮受金として預かり、結果的に若干のマイナスが発生しておりますが主因は予算編成時

には来日の人数が不確定ということです。次年度はその辺りを考慮した予算案を提示します。 

池田議長 

・報告の日本記録および大会成績、さらに会計二件について質問を受けます。 

宗貞事務次長 
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・大会の収支報告書ですが二枚になっており、一枚にまとめた方がわかり易い。 

池田議長 

・収支報告書は一枚としてまとめることが可能な場合はそのように取り計らってください。それ

では成績・日本記録および収支報告の承認を伺います。拍手多数と認め本件は全て承認されま

した。 

■議題 2 

第 95 回全日本カレイ投げ釣り選手権大会   PT 徳島協会 

塩田徳島協会長 

・10 月 27 日に参加申し込みを締め切り、集計の結果 No.4 山形会場と No.36 の大洲会場が規定

の申込数を満たしていなかった。二会場の申込代表者の要望により、山形会場を No.3 むつ小川

原・大洲会場を No.34 松山会場に変更するとの申し出を了承した。したがって今大会の会場は

当初の 44 会場から 42 会場となり、参加申込は 226 クラブ、1749（女/少 32）名でした。 

・会場 No.16 姫路会場の責任者である薬師寺定生氏（兵庫協会・三ツ星サーフ）は病気療養中と

いうことで、同クラブの渡辺敏夫氏に交代します。 

■議題 3 

大物関連（案）   としだ大物部長 

・大物バッジの製作会社である早川徽章より、材料（色）不足や材料高騰などで、30 円～50 円

程度の値上げを容認していただきたい。無理であればバッジの受注は困難になると連絡がある。 

池田大物次長 

・大物部長の依頼により、早川徽章に出向き現行の申請料では直ちに値上げに応ずることはでき

ない。したがってバッジを現在の復色から単色にする。または 5 号あるいは 10 号ごとの発行に

する案を伝えた。 

・早川徽章の回答は「従来の発行方法を変更するなら、連盟の方から期限を決めて変更する決定

をしてほしい」と回答がある。 

としだ大物部長 

・大物部としては 1 号ごとのバッジ発行は今年度末で打ち切り、来年度からは 5 号あるいは 10

号ごとに集約したバッジとし、さらに額に収めた体裁（見本提示）のものにしたい。（見本品は

12 月会議でも提示する） 

・上記案を含め、会員さんにも様々な意見があると思うので、協会に持ち帰り検討した上で、協

会統一案を提示してください。 

連盟会長 

・バッジ発行については以前から懸念する事項が多くあり、連盟会議で何度も審議してきたが解

決策を見出せないまま時間が経過している。種々想定すると一時しのぎ的な解決方法では会員

さんに迷惑を及ぼすことになる。したがって大物部の提案と協会統一案に審議を諮り、年末総

会において方針を決定したい。 

としだ大物部長（大物 300 号達成） 

・岡山協会・岡山シースターに所属する斉藤健一氏はキュウセンの 33.2cm を釣り、二人目の大

物 300 号達成者となった。尚、魚拓は 12 月会議で披露する。 

・300 号達成においての申請方法ですが、現時点では明確な取り決めをしていないので、今後の

トラブルなどを想定される。したがって、12 月会議に方法を提案するので審議願いたい。 

■議題 4 

20 委員会審議報告（案）   本部 

大田事務局長 

・本日第 8 回の委員会を開催し、経費削減案と対処方法などを審議しました。 

・会議開催減と旅費の節減は、平成 24 年度から、1 月総会・3 月・5 月・7 月・9 月・11 月・12

月の開催とする。尚、従来の年末総会は、12 月の協会長会議の開始時間を繰り上げて統合開催

する。これにより、宿泊費等の節約もできる。 

・総会以外の会議名称を協会長会議としたい。さらに従来の本部役員会は 12 月以外の月は時間を

繰り上げて協会長会議と同一日に開催します。 
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・会議が二ヶ月周期となれば日本記録魚の承認に支障が想定される問題について。日本記録魚に

ついては全日本サーフ釣魚活動のシンボル的なものであり、釣雑誌社から問い合わせがありま

すが公開は承認が前提であり、また会員さんにとっても素早い承認を希望するところです。し

たがって承認作業の原則は協会長会議とするが、会議終了後、日を経ずして申請があった場合

には、大物部長が所属する協会の会議において協会長を含む複数名の立会いの下でおこなう。

尚、この場合であっても魚拓の披露は協会長会議でおこなうことは必須とする。 

全キス・カレイの参加費について 

・現行の参加費は‘93年に設定されたものです。その間の会員減少に比例し、数年前から参加申込

み数も減少している。したがって現行の参加費では表彰品の選定が困難な状況であり、以下の

三案を提示します。 

①案→参加費は現行の 1,000 円とし、当日保険の加入をやめる。 

②案→参加費および保険加入は従来通りとし、参加バッジを廃止する。 

③案→参加バッジおよび保険加入は従来通りとし、参加費を 1,100 円とする。 

④案→保険加入は従来通りとするが参加費を 1,100 円とし、参加バッジをやめる。 

野村会計部長 

・東日本大震災の義援金の受付は、当初取り決めの通り 10 月末で締め切り、その結果を報告しま

す。（詳細は配布資料参照） 

・義援金は宮城協会を除き全ての協会から納金がありました。尚、支援額一人千円以上の会員さ

んもあり、連盟が立替送金した額より多少増えており、その措置を審議願います。 

菅原北海道協会長 

・宮城協会さんでは先の大津波により、SC 用具の殆どを流失してしまい、競技開催が困難となっ

ている。救済策として各協会で余剰となっている用具があればお送りしたい。要望に応えられ

る協会さんには用具名を連盟会議で報告願いたい。 

連盟会長 

・上記、菅原協会長の報告にあった SC 用具購入の費用として、義援金の余剰分をお役立ていた

だければ良い。 

池田議長 

・義援金についての報告と余剰金を宮城協会に送ることについて承認を求めます。拍手多数とし

て本件は承認されました。 

大田事務局長 

・上記の件は木村宮城協会長に連絡いたします。 

■議題 5 

その他 

会員カードの配布   大田事務局長 

・カードは協会別・クラブ別に仕分けしております。欠席協会分については郵送します。 

・カードは 9 月末登録会員の分です。クラブ単位にお渡しする時、記載事項の確認をおこない、

誤りがあった場合は速やかに連絡することをお示しください。 

・カードにある QR コードの登録・保存・閲覧について携帯三社（ドコモ・ａｕ・ソフトバンク）

に応じた手順を記載した説明書を配布しております。 

連盟扱いの物品について   連盟会長 

・ライン販売メーカーである「爆釣夢追人」さんから、同社が販売するライン（商品名・アトミ

ックスライダー投）を全日本サーフ推奨品として扱ってほしいと要望が届いております。詳し

い内容は資料として配布しております。 

キス段位制について   帷企画部長 

・段位の申請説明書を配布しております。申請料は級位が 1,000 円。段位は 2,000 円です。申請

書は全日本サーフのホームページ（各種申請書）からダウンロードしてください。 

クリーンアップについて   渡辺環境部長 

・2011 年度のクリーンアップ実施計画および報告書のまとめを配布し、あわせて分析結果の報告

をします。 
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※山口・宮城・青森の三協会以外は開催しております。 

※参加は登録会員の 54％でした。 

※会員数の多い（100 名以上）8 協会の参加率は 20～64％でした。 

※二回以上の実施協会は 6 協会でした。 

※実施協会の 50％が行政の協力を受けています。 

※参加者の 92％に意識向上が見られます。 

※備後協会と愛知協会には一切の報告がありません。 

事故防止部   薬師寺部長欠席のため渡辺兵庫協会長代理報告 

・今年度の事故防止講習会関連書類の提出状況を一覧表にまとめ配布します。 

・9 月常任理事会に於いて関連書類の提出期限を一ヶ月間（9 月 20 日迄）延長しましたが、未だ

提出しない協会があります。協会の事故防止部長は状況を正しく認識していないと思いますの

で、協会長からも書類提出の要請をしてください。 

・和歌山協会には、消防署の都合で講習会を中止したと連絡を受けておりますが他の講習方法に

切り替えてでも開催してほしい。 

連盟会長 

・和歌山さんにお伺いします。消防署の都合とは如何なるものですか？ 

深田和歌山協会常任理事 

・消防署の定める受講人員 20 名以上をクリアできなかった。 

連盟会長 

・そうですか、先方の定める規定があるなら、特に少数協会に於いては困難な面があると理解で

きます。その場合は協会独自の方法で開催してください。 

香川協会創立記念・松井香川協会長 

・香川協会は来年度に創立 50 周年を迎え、記念の祝賀会を催す計画です。現時点では来年 2 月に

香川県丸亀市の「オークラホテル丸亀」に於いて開催することが決定しております。近々の内、

案内状を発送します。 

会員登録の要領   宗貞事務次長 

・来年度会員登録用の名簿は、既に協会長さん（M 事務局）宛に送信しております。 

※名簿には今年度の登録会員は全て入力されております。 

※変更事項があればその部分を修正してください。 

※当該会員さんの番号を誤入力するとすべてエラー表示になります。 

※移籍会員さんは旧番号を名簿の役員欄に記入しておいてください。 

池田議長 

・本日の議題は全て終了しました。他に質問等があれば受け付けます。 

・質問なしと認め本会を閉会いたします。ご苦労様でした。 

 

第２号議案 第 130回協会秋季大会結果について（PT 貝塚サーフ） 

・本日、表彰を行った。 

※団体優勝の滋賀投友会は次年度の初釣り大会の PT となる。 

 

第３号議案 大物名人戦について（湯浅大物部長） 

・11 月 27 日に開催予定している、本日参加受付をしているので申込をしてほしい。 

・次年度についても名人戦の開催を考えているが、12 月理事会で意見を募集するのでクラブでの

意見を集約しておいて下さいとの依頼があった。 

・今年度の大物申請は、12 月 10 日までの分を申請して下さい、11 日以降の分は次年度の申請と

なりますので注意して下さい。 

・名人戦の当日、参加資格の無い会員が釣った魚については、大物証明書は発行しないので注意

して下さい。 

 

第４号議案 第 95回全日本カレイについて（池田協会長） 
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・先程の常任理事会で報告のあった全キス・全カレイ大会における今後の参加費について協会と

しての意見集約を行い、協会としては、参加費および保険加入は従来通りとし、参加バッジを廃

止する 案を採用し、12 月の協会長会議で報告する。 

 

第５号議案 大阪・兵庫合同納竿大会について（池田協会長） 

 

第６号議案 連盟年末総会について 

・出欠の返事については、必ず期日までにしてほしい事と、出来る限りの出席をお願いしたい旨

要請があった。 

 

第７号議案 連盟への協会提出議題について（池田協会長） 

・先月の理事会にて、意見を募集したが、大物システム改修と大会バッチの廃止の 2 点の意見を

大阪協会として提出します。 

 

その他 

・今後の大物バッチについて意見を聞く。 

  ○ 釣った魚に対しての証がほしい。 

  ○ バッチ不要な会員から連盟に寄付してもらえばどうか。 

・今後のバッチの対応について協会としては、5 号・10 号きざみでの発行を希望することを全員

の意思として連盟に申し入れることで決定した。 

・広報部より、秋季大会の結果と大会風景、大物関係を HP にアップしているのでご覧いただき

たい。 

・本日配布した会員カードについての使い方の説明と、記載事項について誤りがないか確認を依

頼した。 

午後 8 時 15 分閉会 


